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河川法第２４条 土地の占用許可

河川法第２６条 工作物の新築等の許可

河川法第５５条 河川保全区域での行為の制限

一時使用 河川の一部を一時使用

昨年１１月から行われていた『南坂水辺の楽校』

の整備が１月末に完了しました。江戸川本川では、

最初の整備となり『みんなが川で、遊び、学び、大

切にする』ことを、この水辺の楽校で知って頂けれ

ばと思っています。これから「えどがわ・子どもの

水辺連絡協議会」で、この施設の利用ルール作りな

どを進めて行きます。皆さんで、安全に楽しく活用

して頂ければと思っています。 

河川法の条項等 Ｈ１８年度 Ｈ２０年２月 Ｈ２０年２月まで

第２４・２６条 ６７件 ６件 ５６件

第５５条 ２９件 ３件 ２６件

一時使用 １７０件 ２５件 ２７１件

その他 １６件 ３件 １２件

このイベントは、歴史と文化の溢れる「真間」の

街を歩きながら地域文化を知り、その街の魅力を

再発見しようというものです。 

第 10 回目を迎える今回は、真間地域を舞台に

様々な文化的催しを行います。 

このイベントで、真間川と江戸川の合流点にあ

る『根本排水機場』を紹介します。 
 

日時：3 月 15 日（土）・16 日（日）10:00～16:00 

場所：千葉県市川市真間地域各所 

真間街回遊展実行委員会事務局 047-334-1108 

神奈川県平塚市の平塚市博物館で３月２９

日（土）『水辺の楽校交流会』が開催されます。

これは首都圏の水辺の楽校を運営している団

体等の交流を行うもので、えどがわ・子ども

の水辺連絡協議会事務局の「みずとみどりの

寺子屋」も参加します。３月１５日（金）か

ら５月６日（火）まで『水辺の楽校へようこ

そ！』春期特別展が平塚市博物館で開催され、

南坂水辺の楽校の模型も展示されています。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ と が き 
『江戸川河口だより』を発刊して、２年が経

過しました。 

江戸川の下流部を使って頂いている方々に

この河川や周辺のことを知って頂こうと、工事

やイベント、周辺情報などの記事を載せてきま

した。今後も皆さんの知りたいことや出張所か

ら知らせたいことなど、色々合わせて発行を続

けていく予定です。今後もよろしくお願いしま

す。 

 
『江戸川河口だより』編集長（上林喜美夫） 

番号 参加 月　日 曜日 予　　　　定
1 3月3日 （月） 工程会議（ＡＭ：毎週月曜）
2 3月11日 （火） 事業連絡会
3 ★ 3月15・16日 土日 市川市　真間回遊展
4 月末 工事検査 

5 ★ 4月12日 (土) 第４回江戸川の稚アユ救出作戦  

江戸川河口出張所では、沿川の自治体と年２回河

川敷で生活しているホームレスの方を訪ね、生活状

況を確認したり、施設への入居を勧めたりする合同

巡視を行っています。 
 今回は、１月２３日（水）に市川市、２月５日（火）

江戸川区、２月１３日（水）葛飾区と自治体の福祉

部局、地元の警察等で一緒に回りました。 
 昨年、台風時に多摩川でヘリコプターを使って、

ホームレスの方を救出したこともあり、江戸川区の

巡視では、小岩消防署の方も参加しました。 
当出張所で管理している区間内では、河川敷に約

８０人の方が生活しています。  

河川で「ゴミ清掃」をされる方には、ゴミ袋・軍手
などを提供します。お気軽に声をかけて下さい。 

 

今年で４回目となる『江戸川の稚アユ救

出作戦』が、４月１２日（土）１０時から

江戸川水門付近（江戸川区東篠崎町）で行

われます。 
 主催は、利根川・江戸川流域ネットワー

クで、江戸川河川事務所なども協力を行っ

ています。 
このイベントは、稚アユが江戸川を遡上

していくことを、多くの市民に知ってもら

うために行われています。Ｅボートに乗っ

て閘門を下流から上流に通ることを、子ど

も達は楽しみにしているようです。  
是非、参加してみて下さい。 


